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IoT 導⼊を成功に導くデータマネジメント 

⽇本テラデータ株式会社 
アナリティクス・ビジネス・コンサルティング本部 

コーポレート・エバンジェリスト 
エグゼクティブ・コンサルタント 

⾦井 啓⼀⽒ 
 
■ビジネスを取り巻く環境の変化 
 構造化データのみならず⾮構造化データを含むデータの増加、インダストリー4.0、フィ
ンテック、⼈⼯知能の劇的な発達などにより、ビジネスを取り巻く環境が劇的に変化してい
る。1990 年代以降、インターネットエコノミーであった我々の社会は現在、データエコノ
ミーつまり「データライゼーション（データ化すること）」がすべての基本になりつつある
といえる。しかし、データがリッチになった⼀⽅、insight（洞察⼒）がまだまだ poor（貧
弱）であり、この IoT 時代においては、データを深い洞察⼒を持って分析することが産業
界に求められている。 
 
■IoT の本質とは？ 
 「ビジネス（企業活動）や社会基盤（スマートシティ等）をどのようにより良くするか」
という適⽤⽬的のために IoT という仕組みを導⼊し、得られるデータを分析することが IoT
導⼊を成功に導くポイントである。デマンド（事業）側はそのために、IoT で解決／強化で
きる事業モデル／事業課題を明確化し、ビジネス上の活⽤⽬的を定義し、IoT をビジネスで
活⽤する際の留意点（セキュリティ、個⼈情報保護）に注意を払うことが必要である。デマ
ンド（事業）側はこれらを踏まえた IoT 適⽤ガイドライン／モデルを作らなければならな
い。 
 他⽅、データのサプライ（IT）側は、IoT で発⽣したデータと従来の基幹系で発⽣したデ
ータの違いや、IoT データに関してもストック型、フロー型といった動的性質や量、種類、
頻度、正確性といった性質に配慮したデータマネジメント（データの発⽣、蓄積、統合、活
⽤、破棄までの⼀連のプロセスをいう）ガイドライン／モデルを作らなければならない。こ
の⼆つのガイドライン／モデルを踏まえた IoT の仕組みを作ることが重要である（図 1）。 
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図 1 （出典）JDMC IoT・AI 研究会／IoT 分科会 作成資料に加筆・修正 

 
■IoT を構成する仕組み 
 IoT システムは、通常クラウド（またはオンプレミス）を使⽤するが、処理のリアルタイ
ム性と通信・処理の負荷を考慮し、デバイスやユーザーに近いエッジコンピューティングを
採⽤する場合もある。収集からフィードバックまでの⼀連の流れにおいて、センサー・デバ
イスから AP サーバまでのアーキテクチャ構成要素にはそれぞれ考慮すべき技術事項も多
岐にわたる。 
 
■IoT におけるデータマネジメント 
 IoT デバイスの低廉化や Hadoop などのオープンソースのミドルウェアの台頭などによ
り IoT、AI ツールが廉価になった現在、従来⼀つの組織や⼯場のデータに閉じられていた
基幹系統合 DB に他のデータを組み合わせたデータマネジメントが容易になりつつある。
AI を活⽤し、データの活⽤が⾃動化・⾃律化されればデータマネジメントも同様に⾏われ、
IoT に関してはデバイス、エッジ、統合 DB は場所も処理も異なり、膨⼤なデータの種類、
量を考慮したデータマネジメントが必要になる。⾃社が扱うデータに置き換えてどのよう
な処理を⾏うか考えて頂きたい（図 2）。 
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図 2 （出典）JDMC IoT AI 研究会／IoT 分科会 作成資料に加筆・修正 

 
■IoT のビジネスにおけるデータ活⽤事例 
 企業活動においては、研究開発からお客様とのコミュニケーションに⾄るまで、さまざま
なデータ分析が必要である。産業界においては、①ビジネスのデジタライゼーション、②全
社統合データによるアナリティクス、③IoT データによるビジネスや社会への貢献、④カス
タマーエクスペリエンスの向上と顧客 360°ビュー、⑤これまで出来なかった⾼度な⼿法に
よるアナリティクスが現在のデータ統合・アナリティクスのトレンドであろう。 
 
■Siemens の事例 
 Siemens は、デザインおよびエンジニアリングからメンテナンスおよびサービスという顧
客バリューチェーン全体にわたりデジタル技術のトレンドを活⽤して⽣産性の向上とマー
ケティングの迅速化から可⽤性と効率性の向上を⾏っている。また、その結果得られたプロ
セスと課題解決のノウハウを、同社の顧客に対して提供している。 
 これによって、Siemens と提携関係にあるスペインの鉄道会社 Renfe が運⾏する 26 台の
⾼速列⾞は、15 分超の遅延発⽣時には乗客に料⾦を払い戻す可⽤性保証付のパフォーマン
ス契約を乗客と結び、定時運⾏率 99.9％という⾼い成果を出している。その結果、60％の
乗客が⾶⾏機から列⾞に切り替えた。このサービスを⽀えているのは、Siemens のプラット
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フォーム「Sinalytics」であるが、そのデータ統合基盤として Teradata や Hadoop、データ
分析基盤として Teradata Aster が使われ、Aster アフィニティ関数の利⽤による修理部品の
関連性分析や Aster nPath 関数の利⽤によるパスパターン分析等が⾏われている。これらに
よって、同時に故障しやすい部品の特定、エンジン故障の予知や未然防⽌を実現している。 
 
■IoT データ分析組織のあり⽅ 
 近時わが国でも⾃社内にデータ分析組織を構築したいという要望が⾼まっている。デー
タサイエンティストには、①ビジネス知識、②データ理解、③クリエイティビティ、④分析
ソリューション設計⼒、⑤統計知識、⑥テクニカルスキル、⑦分析の洞察⼒、⑧コミュニケ
ーション⼒が求められるが、すべてを兼ね備えた⼈物はなかなかいない。また、すべてのデ
ータ分析から思うような結果が得られるわけではない。しかし、データ分析が成功した場合、
事故を未然に防ぐなど、企業に⾦銭⾯にとどまらない多⼤なメリットをもたらす。経営者は、
データ活⽤において多少の失敗に寛容であることも必要だろう。 
 
■まとめ 
 IoT により、これまで出来なかったことができ新しいビジネスモデルが創出され、業務プ
ロセスが変⾰される。IoT の本質とは、ビジネスのリデザインである。 
 IoT におけるデータマネジメントにおいては、従来のデータマネジメントより⾼度な対応
が必要である。というのも、データの種類・量が膨⼤であり、発⽣場所も多岐に渡り、管理
⼿法を IoT の処理に合わせる必要がある。 

IoT などのビッグデータ活⽤を成功させるためには、①ビジネスユーザー、ビジネスコン
サルタント、データサイエンティスト、IT エンジニアがチームを作りアナリティクスに取
り組むこと、②構造化データ、⾮構造化データを扱えるエコシステムを構築し、活⽤するこ
と、③全社でアナリティクスに取り組むことを CDO（Chief Data Officer）などのトップが
認識・宣⾔し、コミットすることという、3 つの KSF（Key Success Factor）が必要である。 

当社は、調査会社ガートナーにより 16 年連続データウェアハウス分野でリーダーと⽬さ
れている。データ主導型ビジネスの重要性が⾼まっている現在、何かご相談があればご連絡
ください。 


